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（１）地域で活動する民間団体

等の支援と連携 

（２）社会福祉協議会との連携 

（４）福祉意識の醸成 

（２）地域住民の交流促進 

（１）小地域ネットワーク活動の

促進 

（３）ボランティア活動の活性 
化 

（３）緊急･災害時の助け合い 
機能の確立 

（４）資金の確保 

（５）「地域福祉セーフティネッ

ト（仮称）」の展開 

第３章 施策の体系 
基本目標            取組みの方向                 取組みの内容 

 
 
 
 
 
 
 
  
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

基
本
目
標
１ 

暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る 

支
え
あ
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る 

基
本
目
標
２ 

福
祉
か
ら
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の

仕
組
み
を
つ
く
る 

 

地域における活動への支援 

日常的な取組みの促進 

世代間交流の促進 

社会的支援を要する人との交流の促進 

交流拠点の整備 

福祉教育・人権教育の推進 

人権文化の意識づくり 

ボランティアリーダーの育成 

ボランティア情報の提供 

ボランティアセンターの充実 

社会福祉協議会組織強化の支援 

地域福祉活動計画策定の支援 

地域団体・民間団体等の活動支援

民間団体等相互の連携の支援 

民間団体等との協働の推進 

市民による見守り活動の推進 

地域の自主防災活動の促進 

災害に備えた体制の整備 

情報収集伝達体制の整備 

補助金の仕組みの見直し 

助成金等の情報提供と活用相談

寄付の仕組みのＰＲ 

既存事業の評価と、市民と行政と

の協働事業の推進 

地域福祉セーフティネットづくり

当事者グループへの支援 

支援センターの有効活用 
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（３）第三者評価システムの 
構築 

（２）地域福祉推進体制の整備 

（１）総合相談体制の充実 

 
基本目標              取組みの方向                  取組みの内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
本
目
標
３ 

地
域
福
祉
の
充
実
と
推
進
の 

仕
組
み
を
つ
く
る 

計画の進行管理体制の整備

職員研修の充実 

相談窓口機能の強化 

きめ細かな情報提供 

苦情処理システムの確立 

権利擁護の推進 


